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第１章 はじめに 

 

１ 総合戦略の策定趣旨 

我が国では、世界に類を見ない急速なペースで少子化が進むとともに、人口減

少が進行しています。また、東京圏への一極集中は今なお継続している状況にあ

り、地方における生産年齢人口の減少は続いています。 

萩市においても、出生数の低下による自然減と、転出者が転入者を上回る社会

減が続き、人口減少に加えて、少子高齢化が進行しています。 

そのため、人口減少による消費活動の停滞や労働力人口の減少による地域産業

及び地域経済の縮小のほか、高齢化による社会保障費の増大や税収減による行政

サービスの低下が懸念されるほか、市内産業の衰退による買い物、医療等の日常

生活に必要なサービス機能の維持が困難となるおそれがあります。 

特に、人口減少及び少子高齢化が先行して進行する中山間地域では、担い手不

足により農林業等の産業や集落活動の継続が深刻化し、集落機能の維持さえも危

惧されています。 

 

国においては、人口減少問題を国の最重要課題として位置付け、2014 年 11 月

に施行した「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、「まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定し、国・地方を挙げた地方創生の取組が進められてきました。 

 

萩市においても、2015 年 7 月に「萩市総合戦略」を、2020 年 3 月に「第２期萩

市総合戦略」を策定し、これまで、人口減少等の課題解決に向けた関連施策を展

開してきたところです。 

しかしながら、人口減少には歯止めがかかっていない状況にあり、この大きな

課題の解決に向けて、引き続き取組を進めていく必要があります。 

 

第３期萩市総合戦略は、国・山口県の総合戦略を勘案しつつ、人口減少を克服

し、萩市のまちづくりの指針である「萩市基本ビジョン」のめざすまちの姿「暮

らしの豊かさを実感できるまち」の実現に向けて、実効性のある地方創生の取組

を進めてまいります。 
 

２ 総合戦略の位置づけ 

この総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第 10 条に基づき、萩市基本ビジ

ョンを踏まえ、萩市の地方創生に関する基本的な計画として位置づけます。 
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３ 総合戦略の構成 

この総合戦略では、基本目標と政策の基本的方向を示すとともに、政策分野ご

とに具体的な取組を掲げ、重要業績評価指標（ＫＰＩ）※を設定します。 

※「重要業績評価指標（KPI）」…Key performance Indicator の略で、目標の達成度合いを計る定量的な指標 

 

４ 総合戦略の期間 

総合戦略の期間は、令和７年度（2025 年度）から令和９年度（2027 年度）ま

での３年間とします。 
 

第２章 基本的な施策の方向 

萩市の人口減少は、進学や就職を契機とした若年世代の都市部への流出が大き

な要因のひとつとなっており、未婚化・晩婚化の進行などを要因とした少子化の

流れに歯止めをかけるだけではなく、若者や女性の市外流出を食い止め、また、

市への流入を促進しなければ、人口減少の進行を抑えることはできません。 

 

人口減少という課題に対し、「めざすまちの姿」を実現していくためには、地域

の強みを活かした産業の振興等を図ることにより安定した雇用の場を創出し、確

保していくことが必要です。 

萩市は、魅力ある歴史・文化や自然環境、豊富な農林水産物、萩焼をはじめと

した伝統ある地場産業など、様々な地域資源を有しており、これらを活かした産

業振興や、安心して就労できる環境の整備により、若者、子育て世代、女性等の

人材の確保・定着を進めるとともに、若者をはじめとした幅広い層を対象に萩市

への新たな人の流れを創りだす必要があります。 

 

また、出生数の低下に対し、希望する人が安心して妊娠・出産、子育てができ

る環境づくりを進めていくことが必要です。さらに、超高齢社会を進む萩市では、

地域の担い手や交通手段の確保などの諸課題を抱えており、今後も市民が住み慣

れた地域で安心して暮らすことができるよう、持続可能な地域づくりを地域の実

情に応じて進めていくことも必要です。 

 

加えて、国のデジタル田園都市国家構想を踏まえ、デジタルの力を積極的に活

用することで地方創生を加速化・深化し、どこでも誰もが便利で快適に暮らせる

社会を実現するために、様々な取組においてデジタル実装を進めていくことが重

要です。 
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このようなことから、第３期萩市総合戦略では、自然減と社会減の両面から人

口減少対策に取り組むとともに、人口減少・少子高齢社会が進行する中において

も、市民一人ひとりが「暮らしの豊かさ」を実感できるよう、萩市基本ビジョン

に掲げる７つの基本指針を基本的な施策の方向として、地方創生の取組を進めて

いきます。 

なお、第３期萩市総合戦略に掲げた取組を通じて、持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に貢献します。 

 

第３章 政策の基本目標 

（目標）      （目標値：2027） 

社会増減のマイナス  １００人以内 

出生数        ２００人以上 

人口        ４０，０００人 
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第４章 具体的な施策展開 

 

 

 

 

生涯を通して健やかに安心して住み慣れた地域で生きいきと生活していくことは、

市民だれもの願いです。 

 急速な少子高齢化社会を迎える中、だれもが自分らしく生きいきと暮らすことがで

き、個性や特性を認め合いながら互いに支え合う、自立と協働による地域社会の実現

が求められています。 

 高齢者や障がい者に配慮し、全ての市民が誇りと希望を持って暮らし続けることが

できるよう、医療・介護・福祉・健康の充実した人にやさしいまちづくりを目指しま

す。 

 

 

 

 

地域において安心して暮らせる医療体制を確保できるよう、医療・介護・福祉・保

健等の関係機関が連携するとともに、限られた地域医療資源※を最大限活用し、将来

にわたり持続可能な医療体制の構築に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

萩保健医療圏における中核病院の形成 ■急性期医療及び二次救急医療を萩保健医療

圏域内で完結できる中核病院の形成 

萩市民病院及び市立診療所の運営管理、設備の維

持・確保 

■医療機器の整備 ■施設の改修 

医療体制の確保 ■一次救急の維持（休日急患診療センターの

運営管理等） 

■二次救急の維持（輪番病院への助成） 

■周産期医療体制の確保対策 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

萩市民病院及び市立診療所の医師・看護師数※ 医師 23 人 → 24 人 
看護師 96 人 → 108 人 

高度救命処置を実施できる救急救命士の養成数 34 人 → 38 人 

※「地域医療資源」…地域における医師、看護師等の人材資源や、医療機関、医療機器等の物質的資源など、医療に関する資源 

※中核病院に移行した段階で再設定の予定 

 

Ⅰだれもが生きいきと暮らせるまちづくり 

①持続可能な医療体制の構築 
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高齢化の進行する中、一人ひとりが、たとえ介護が必要な状態になっても住み慣れ

た地域で生きがいを持って暮らし続けることができるよう、介護や医療の専門職によ

る一体的なサービスの提供や地域住民の助け合い活動など、多様な主体による包括的

な支援体制「地域包括ケアシステム」の深化・推進に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

介護予防と認知症支援の推進 ■介護予防教室 ■保健事業との一体的な取

組 ■認知症サポーター養成講座 ■認知症

の人の視点に立った支援 

すべての人への権利擁護支援 ■権利擁護支援センターの運営 ■権利擁護

の地域連携ネットワークの構築 ■権利擁護

制度の利用促進 

地域の支え合い活動の推進 ■地区社協及び地域ささえあい活動団体によ

るサロン活動等の運営助成 ■住民主体によ

るサービス提供団体の活動支援 

高齢者等公共交通利用困難者への移動支援 ■バス停・渡船場等への送迎サービスの活動

支援 ■外出支援車両の整備 ■住民主体に

よる移動支援の推進 ■新規サービス開始団

体への車両配置 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

認知症サポーターの養成数（累計） 9,571 人 → 11,000 人 

住民主体によるサービス提供団体数 通所型 16 箇所 → 18 箇所 
訪問型 13 箇所 → 15 箇所 

 

 

 

 

長生きをするだけではなく、いつまでも健康で元気に暮らすことができるよう、働

き盛りとなる青・壮年期からの食・運動などの生活習慣の改善や疾病予防をはじめ、

それぞれの年齢に応じた健康づくりを推進するなど、健康寿命※の延伸に取り組みま

す。 

具体的な施策 主な取組事例 

健康診査や予防接種の推進 ■がん検診 ■特定健康診査 ■山口大学と

連携した後期高齢者心電図検査モデル事業 

■高齢者新型コロナワクチン、インフルエン

ザ、肺炎球菌、風しん等の予防接種 

②地域ぐるみの助け合い「地域包括ケアシステム」の深化・推進 

③青年期から高齢期に至るまでの健康の維持増進 
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健康的な生活習慣の推進 ■健康教室 ■健康相談 ■健康フェア  

■節塩の啓発活動、個別相談 ■こころの健

康づくり 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

健康寿命 男 79.08 歳(2022) → 79.86 歳(2025) 
女 84.28 歳(2022) → 84.45 歳(2025) 

特定健康診査受診率 35.8% → 55.0% 

※「健康寿命」…健康上の問題がない状態で日常生活を送れる期間 

 

 

 

 

障がいのある人が住み慣れた地域で自立した日常生活や社会生活を営むことがで

きるよう、相談支援体制や雇用・就業支援をはじめ、障がいの特性を踏まえたサービ

ス体制の整備に取り組み、障がい者の社会参加を促進します。また、障がいに対する

正しい知識の啓発等により、障がい者の権利擁護の推進を図るなど、共生社会の実現

に取り組みます。加えて、全ての人にやさしい社会の実現のため、ユニバーサルデザ

イン※に配慮したまちづくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

手話言語条例の推進 ■手話教室 ■手話の普及の取組 ■手話通

訳者等の育成 ■各種イベント等での要約筆

記 

相談支援体制の強化 ■基幹相談支援センターとの連携 ■包括的

な支援体制の構築 

障がい者福祉の経済的支援や環境整備 ■サービス利用費、障がい児通所サービス費、

医療費の助成 ■日常生活用具の助成 ■障

がい者福祉施設等の改修、機能充実 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

手話通訳者数 7 人 → 10 人  

障がい者福祉タクシー券の利用率 63.7% → 70.0% 

※「ユニバーサルデザイン」…高齢者や障がいのある人などを含めた全ての人がはじめから利用しやすいように施設、物、サー

ビスなどの設計（デザイン）に配慮を行うという考え方 

 

 

④障がい者の社会参加の促進 
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高齢化の進展に伴い、医療・介護・福祉サービスへの需要の増加が見込まれる一方、

地方では、これらのサービスの従事者が不足しています。人材育成をはじめ、労働環

境や処遇の改善への取組を推進するなど人材確保に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

医療従事者の確保 ■看護師の確保対策 ■准看護師養成施設の

支援 ■看護師等住宅の運営 ■給付型奨学

金の給付 

介護人材の確保 ■資格取得のための研修費用の助成 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

山口県立萩看護学校・萩准看護学院卒業生の市内医
療機関就職者数 

17 人 → 20 人 

介護人材の不足数 60 人 → 45 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤安心で質の高いサービスの確保 
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近年の人口減少や少子高齢化の進行等の影響により、家族形態の変化や近隣住民と

の関係の希薄化が進むなど、子育てを取り巻く環境は大きく変化しています。また、

子育て世代の働き方の変化に伴い、子育て支援に対するニーズが多様化する中、男女

を問わず、仕事と子育ての両立のための支援を推進していくことが求められています。 

 子どもの幸せは家族の幸せであり、地域の幸せです。子どもは、市民みんなの宝と

して、地域全体で支え合う仕組みづくりにより、子育て世代が子どもを育てる喜びを

感じることのできる地域社会を目指すとともに、妊娠から子育てまで一貫したサポー

ト体制を充実し、だれもが安心して子どもを産み育てやすいまちづくりを目指します。 
 

 

 
 

こども家庭センター※を核として、妊娠・出産・育児における不安に対する相談体

制の充実を図るとともに、必要な支援が受けられる体制を整備します。子どもを持つ

保護者への経済的支援をはじめ、保護者のニーズに応じた利用しやすい子育て支援サ

ービスの充実により、子どもを育てることへの不安を解消し、安心して子育てができ

る環境づくりに取り組みます。 
 

具体的な施策 主な取組事例 

子育て世帯への経済的支援 ■乳幼児医療費、子ども医療費の助成 ■保

育料の軽減 ■２子目以降保育料無償化 ■

児童手当、子育て世帯応援誕生祝金、多子世

帯応援誕生祝金の給付 ■給食費助成 

相談体制や各種講座の充実 ■こども家庭センター（HAGU）の運営 ■子

育て応援アプリの導入 ■家庭児童相談員の

配置 ■子育て講座 

健康診査や予防接種の推進 ■妊婦健診 ■乳幼児健診 ■産婦健診（産

後うつ、新生児虐待の予防等） ■多胎妊婦・

低所得妊婦の受診費助成 ■新生児聴覚検査

助成 ■風しん、おたふく風邪等の予防接種 

不妊症・不育症に対する支援 ■不妊症、不育症の治療費助成 ■通院交通

費助成 ■不妊治療と仕事との両立支援に関

する周知 ■不妊専門相談窓口の紹介 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

こども家庭センターの利用率（乳幼児） 36.1％ → 40.0％  

特定妊婦※相談実施率 100％ → 100％を維持 

※「こども家庭センター」…全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、切れ目のない一体的な相談支援を行う機関 

※「特定妊婦」…出産後の子どもの養育について、出産前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦 

Ⅱ子育ての幸せが実感できるまちづくり 

①妊娠・出産・子育て環境の充実 
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子どもたちが健やかに育ち、孤立することなく、心豊かに成長できる環境づくりの

ため、子ども同士のふれあいの場となる保育所等の維持・充実を図るとともに、子ど

もたちの個性をいかし、子どもたちの目線に立った保育サービスの提供や放課後等に

おける子どもの生活と遊びの場の充実に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

保育所等の運営管理 ■公立保育園の運営 ■民間保育園等の運営

費助成 ■保育士の確保対策 

子育て拠点施設や遊び場の運営管理 ■児童館、プレーパーク、親子の遊び場等の

運営管理 

放課後等の生活・遊び場の充実 ■児童クラブの運営 ■放課後子ども教室の

運営 ■子どもの居場所づくり支援 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

児童館の来館者数（年間） 46,459 人 → 52,000 人 

児童クラブの希望受入率 100％ → 100％を維持 

 

 

 

 

核家族化や就労形態の変化などに伴い多様化するニーズへ対応した保育サービス

により、仕事と子育ての両立しやすい環境づくりを推進するとともに、男性の育児参

加を促進するなど、子どもを育てる喜びと責任を男女がともに実感できるよう取り組

みます。 

 また、ひとり親家庭の自立を支援し、生活の安定と向上を図るため、個々の家庭状

況に応じた子育てや生活、就業、子どものサポートなど総合的な支援の充実に取り組

みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

仕事と子育ての両立しやすい環境づくり ■24 時間保育 ■休日保育 ■延長保育  

■病児保育 ■ファミリー・サポート・セン

ターの運営 ■男性の育児参加の促進 

ひとり親家庭の支援 ■児童扶養手当の支給 ■資格取得のための

受講料、生活費の支援 ■医療費の助成 

 

②子どもたちの笑顔があふれる居場所づくり 

③仕事と子育ての両立支援 
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ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

ファミリー・サポート・センターの利用回数（年間） 1,042 回 → 1,200 回 

 

 

 

 

結婚を希望する独身男女が、一人でも多く出会いの場に恵まれるよう、市内の団体

や事業所等と連携し、若い世代が、家族を持つことに対して前向きに考えられるよう、

結婚情報の提供やサポート人材による支援体制の充実に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

結婚を希望する男女の出会いの場の充実 ■結婚相談所等を活用した出会いの場づくり 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

結婚支援制度を活用した成婚数（累計） 4 件 → 12 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④出会い・結婚サポートの充実 
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少子高齢化の進展に伴う就学・就業構造の変化、技術革新やグローバル化の進展に

伴う産業構造や社会システムの変化、子どもの貧困等による社会経済的な課題など、

社会情勢の変化により、多様な教育や学習の場が求められています。 

 「まちづくり」のために最も大切なことの一つは「ひとづくり」であり、本市では、

藩政時代から人材育成に力を注いできた歴史があります。 

 先人の「ひとづくり」のＤＮＡを呼び覚まし、誰もが将来への夢と志を抱き、自ら

学び、自らの可能性を信じ、未来へ向かって挑戦することができるよう、教育・学習

の機会を創出するとともに、地域の教育資源を最大限に引き出し、本市の次代を担う

ひとづくりを目指します。 

 

 

 

 

日本の近代化の礎を築いた先人や現代のプロフェッショナルな人たちの生き方を

学ぶとともに、地域の人的・物的資源を活用した体験活動を通して、社会のために役

立つ人間になろうとする「志」教育を推進し、将来、社会に貢献できる人材の育成に

取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

未来を切り拓くひとづくり ■ひとづくりセミナー ■高校生等による

「二十歳のつどい」の企画運営 

特色ある教育の推進 ■青少年劇場の誘致 ■校外行事の助成  

■特色ある学校づくりの推進 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合 
小学校：80.4％ → 90.0％ 
中学校：72.0％ → 85.0％ 

 

 

 

 

 子ども一人ひとりの能力や適正に応じた教育を進め、多様な人材を活用したきめ細

かな指導を推進するなど、子どもたちの能力を引き上げるとともに、県下トップレベ

ルの学力を目指します。また、芸術・スポーツをはじめ、特定の分野において、特に

秀でた能力を有する子どもたちの才能の伸長を図ります。 

さらに、一層加速されたＩＣＴを効果的に活用し、新しい時代に対応した資質・能

力の育成に取り組みます。 

Ⅲ未来を担うひとを育むまちづくり 

①「志」教育の推進 

②新しい時代に必要となる資質・能力の育成 
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具体的な施策 主な取組事例 

グローバル人材の育成 ■外国語指導助手の配置 ■英語検定料の助

成 ■イングリッシュキャンプ ■中学生の

語学研修 

学力向上の取組 ■学習指導員の配置 ■授業改善指導員の配

置 ■ＩＣＴの活用 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

中学校卒業時に英検 3 級相当以上を達成した生徒の
割合 

54.0％ → 60.0％ 

全国学力・学習状況調査における山口県平均との 
比較（国語、算数・数学・英語） 

小学校：国語…同じ   算数…下回る 
中学校：国語…上回る  数学…上回る 

英語…下回る 
→ 全ての教科で上回る 

 

 

 

 

子どもたちや地域社会の実態を踏まえた創意と活力に満ちた特色ある学校づくり

を推進するとともに、学校が地域コミュニティの核としての役割を果たせるよう、学

校と地域が一体となって地域の特色をいかした学校づくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

コミュニティ・スクールの推進 ■コミュニティ・スクール運営の助成 ■学

校課題の解決 ■児童生徒のふるさとを愛す

る心の育成 

地域連携教育の推進 ■学校と地域を結ぶコーディネーターの配置 

■地域学校協働活動推進員の配置 

部活動の地域移行 ■地域での活動団体の設立 ■指導者の育成 

■活動場所の確保 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
児童・生徒の割合 

小学校：89.1％ → 90.0％ 
中学校：70.9％ → 80.0％ 

部活動の受け皿団体数（累計） 2 団体 → 増加 

 

 

 

③地域とともにある学校づくりの推進 
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 時代の変化、多様な学習活動に対応した学校施設の充実に加え、萩の将来を担う人

材を育成するため、キャリア教育※を推進するとともに、学ぶ意欲と能力のある若者

に対する教育機会の充実に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

キャリア教育の推進 ■中学生職場体験 

教育環境の充実 ■学校施設の整備 ■私学の教育環境整備 

■高校生寮の運営 ■スクールガード・リー

ダーの配置 

ＧＩＧＡスクール構想の推進 ■教育用コンピュータ等の整備 ■ＧＩＧＡ

スクールコールセンターの活用 ■ＩＣＴ支

援員の配置 

相談支援体制の充実 ■萩輝きスクールの運営 ■スクールカウン

セラーの派遣 ■特別支援教育支援員の設置 

■ことばの教室の取組 ■いじめ対策の推進 

修学のための経済的支援 ■給付型奨学金の給付 ■通学費の助成  

■就学援助 ■貸与型奨学金の返還支援 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

市内高校進学率 73.0％ → 80.0％ 

児童・生徒 100 人当たりの不登校児童・生徒の割合 小学校 1.50、中学校 5.68 → 減少 

※「キャリア教育」…一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア

発達（社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程）を促す教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④萩の未来を支える教育機会の充実 
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本市の産業は、豊かな自然環境や歴史・文化資源などの地域の特性をいかした、農

林水産業、商工業、観光業など幅広い分野にわたります。しかしながら、人口減少や

少子高齢化を背景に、後継者不足が深刻化するなど、大変厳しい状況にあります。 

 元気な地域産業を再生するため、本市の魅力を力強く発信するとともに、「人」「物」

「情報」の交流や、外部人材と地域資源を最大限に活用する創意のある事業活動を促

進し、足腰の強い経営体の育成や新たな産業の創出を目指します。 

 

 

 

 

萩市経済を支える中小企業・小規模事業者への経営安定化の支援施策を充実させる

とともに、萩産品のブランド戦略を再構築し、付加価値の向上や販路拡大による利益

を生み出す仕組みづくりを推進します。 

また、デジタル化の推進及び事業拡大等への支援など、活力ある地場産業の再生に

取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

萩ブランドの推進 ■食ブランドの構築（パンフレット作成、食

のポータルサイトの管理、プロモーション等） 

地場産業の振興 ■物産展、ふるさとまつりの開催 ■萩焼の

振興 ■他産地との連携 ■海外展開等  

■ふるさと寄附 

中小企業のデジタル化、事業拡大等への支援 ■ビジネスチャレンジサポートセンター（は

ぎビズ）の運営支援 ■デジタル化、新商品

開発、海外等への販路開拓、ＰＲ等に対する

助成 

拠点施設の整備・機能強化 ■道の駅等の維持管理、施設整備 ■道の駅

の拠点機能の強化 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

納税義務者 1 人当たりの所得 2,754 千円 → 2,817 千円 

事業所のデジタル化支援件数（累計） 16 件 → 70 件 

 

 

 

Ⅳ産業活力があふれるまちづくり 

①地域のにぎわいを取り戻す地場産業の再生 
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 産官学金の連携により、地域を牽引する事業の創出や起業・創業を支援するととも

に、企業誘致施策をさらに推進することにより、産業活力の創出に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

起業・創業の支援 ■ビジネスチャレンジサポートセンター（は

ぎビズ）の運営支援 ■萩市インキュベーシ

ョンセンターの運営管理 

企業誘致の推進 ■企業誘致 ■サテライトオフィス誘致 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

新規起業件数（累計） 58 件 → 100 件 

企業誘致件数 6 件 

 

 

 

 

 本市の地域経済の振興が図られるよう、企業活動を支えるビジネスマンを支援する

とともに、企業と就業希望者とのマッチングを図るため、ＵＪＩターン者や新卒者等

の市内への就職支援を促進し雇用の拡大に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

人材育成の推進 ■ビジネスプランコンテスト ■研修参加に

対する助成 

雇用拡大の支援 ■合同企業説明会 ■市内企業の就労環境の

改善促進 ■テレワークの推進 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

やまぐち移住支援サイトへの登録企業数（累計） 37 社 → 57 社 

高校等卒業生の市内就職率 30％ → 35％ 

 

 

②起業・創業と企業誘致の推進 

③企業人材の育成と雇用拡大の支援 
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 農林水産業を「産業」として強くしていくため、農林水産物の生産振興に加え、商

品開発や販路拡大に意欲的に取り組む経営体に対して支援を行うなど、農林水産業従

事者の所得向上を図ります。また、生産基盤の充実を促進し、生産性の向上を図るな

ど、萩の強みを最大限にいかした持続可能な力強い農林水産業の振興に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

農地機能・農村機能の維持、農地集積・集約化の推

進 

■中山間地域等直接支払 ■多面的機能支払 

■農地中間管理機構を活用した貸付・借受へ

の支援 

収益力の強化、担い手の経営発展 ■中心経営体の育成支援（農業用機械・施設

等の導入助成） ■集落営農法人連合体の支

援（共同利用機械・施設の整備助成）■産地

の維持・拡大支援 ■農業経営の安定化支援 

環境保全型農業の推進 ■取組面積の拡大への支援 

有害鳥獣等の被害対策 ■侵入防止柵の設置 ■有害鳥獣捕獲の助成 

■サルの捕獲 ■被害防止対策への助成 

農林水産品の生産振興、販売促進 ■商品開発、販路拡大等への支援 ■新品種

の導入支援 ■地産地消等の支援 

畜産業の振興 ■飼養者への支援 ■資源循環型経営の推進 

イベント等を通じた農林水産業の振興 ■萩・魚まつり ■須佐男命いか祭り ■萩

の和船大競漕 ■江崎定置網朝市 

森林資源利用の推進 ■６次産業化の体制構築・推進 ■体験プロ

グラム、木育、フィールド活動等の実施 ■

森林資源の多様な利活用の推進 

森林整備の推進 ■主伐・再造林一貫作業の推進 ■市有林野

の造林、保育、保全等の管理 ■森林所有者

に対する意向調査の支援 ■森林の団地化及

び森林整備の支援 

持続可能な水産業の振興 ■萩の魚の品質向上・認知度向上の支援  

■市内外での消費・販売の支援 

水産資源の保全・生産力の向上 ■魚礁の整備 ■栽培漁業の推進 ■藻場保

全等の支援 ■漁場改良、種苗放流等の支援 

■離島漁場生産力向上の取組への助成 

農林水産施設の運営管理、維持・整備 ■農業振興施設、農業用施設の維持管理  

■農村施設等の管理運営 ■漁港施設の維持

管理、機能保全、改良 ■漁港施設、海岸施

設の長寿命化 

 

④力強い農林水産業の推進 
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ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

担い手農家への農地集積率 39.6％ → 70.0％ 

木材生産量（年間） 11,347 ㎥ → 14,800 ㎥ 

水産物の平均魚価（年間） 520 円/kg → 590 円/kg 

 

 

 

 

 農林漁業従事者の減少と高齢化が進む中、経済団体と行政が連携し、担い手の募

集・研修・就業までの一貫した取組を行うことで、新規就業者の円滑な就業を支援し

ます。また、中小企業経営者の高齢化を踏まえ、後継者等による円滑な事業承継の支

援に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

農林水産業の新規就業者の確保・育成・定着支援 ■新規就業者等への生活費等の支援 ■設備

投資等の支援 ■就農者の農地確保支援  

■森林組合及び就業対象者等への支援内容紹

介・説明 

規模拡大や経営合理化への支援 ■機械・施設の導入助成 

第一次産業のＩｏＴ※化 ■スマート農機の活用による営農支援 

産業人材の育成・確保 ■ＩＴ人材の育成 ■事業承継施策の推進 

■特定地域づくり事業協同組合の運営支援 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

新規農業就業者数（累計） 40 人 → 80 人 

新規林業就業者数（累計） 10 人 → 18 人 

新規漁業就業者数（累計） 32 人 → 68 人 

IT 企業と連携した人材育成カリキュラムの実施数
（累計） 

4 回 → 8 回 

※「ＩｏＴ」…様々なモノがインターネットにつながること 

 

 

⑤地域産業の担い手・後継者育成 
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 「人」や「物」の活発な流れを支える高規格道路として、山陰道及び小郡萩道路の

整備を促進します。また、高速道路ネットワークとインターチェンジを最大限に活用

するまちづくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

高規格道路及び地域高規格道路の整備促進 ■山陰道、小郡萩道路の整備促進 ■山陰道

の整備に伴うアクセス道の整備 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

山陰道の開通済区間及び事業中区間の延⾧ 325km → 延⾧の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥地域経済の発展を加速化する高速道路ネットワークの形成 
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 歴史的まちなみや豊かな自然景観、伝統ある地場産業、四季折々の花や旬の味覚な

ど、地域や暮らしの中で大切に育まれてきた「もの」や「こと」を「萩ならではの宝

物（おたから）」として守り、伝え、活用してきたこれまでの取組が世界遺産登録な

ど、「歴史と文化のまち・萩」のブランド化につながってきました。 

 更なるまちの魅力向上のためには、これらの地域資源を観光や産業の中でいかすと

ともに、守り伝えるための仕組みづくりが必要です。観光地経営の視点に立ち、地域

資源を有機的に結びつけることにより、新たな萩の魅力を創出し、地域経済の振興に

つながるまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 人々の暮らしと共にある伝統的建造物群保存地区をはじめとする萩の美しいまち

なみ、そこに息づく伝統文化や地場産業などを未来へ伝えていきます。 

 また、さらなるまちの魅力向上に向け、まちのにぎわい創出につながる景観形成の

取組や、花と緑による、潤いと安らぎのある都市環境の形成に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

歴史的景観の保存・活用 ■重要伝統的建造物群保存地区の保存修理 

■伝建地区の文化財建造物の公開活用 ■伝

建地区の空き家等の活用 ■市道の無電柱化 

景観保全や景観形成の推進 ■景観計画、屋外広告物等に関する条例に基

づく景観形成指導 ■建築物、工作物等の修

景助成 

花と緑の推進 ■花と緑の名所づくり ■民間による公共空

地等での緑化活動に対する支援 ■民有地で

の緑化活動に対する支援 ■出前講座 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

重要伝統的建造物群保存地区内の修理・修景助成件
数（累計） 

6 件 → 22 件  

歴史的景観保存地区内の修理・修景助成件数（累計） 6 件 → 14 件 

花と緑の応援隊登録者数（累計） 412 人 → 500 人 

 

 

Ⅴ魅力ある歴史・文化・自然をいかしたまちづくり 

①全国に誇る萩のまちなみの継承 
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 指定文化財をはじめ、各地域の多様な文化遺産を次世代に継承するとともに、これ

らを萩の産業・観光・人づくりなどに積極的に活用し、萩の活性化を図ります。 

 また、明治日本の産業革命遺産の価値や萩市の５つの構成資産の意義などを広く情

報発信するとともに、世界遺産を活用した地域振興に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

世界遺産構成資産の保存・活用 ■世界遺産構成資産の保存整備、観光への活

用 ■世界遺産の理解増進、情報発信 

文化財等の保存・活用 ■文化財施設の保存修理 ■見島ウシの保

護・振興 ■笠山椿群生林の保全・活用   

■ユニークベニューの推進 ■文化財保存活

用地域計画の運用 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

文化財公開活用施設の入館者数（年間） 182,000 人 → 194,000 人 

文化財施設の活用数（累計） 200 件 

 

 

 

 

 萩まちじゅう博物館の中核施設である萩博物館を拠点に、各地域にあるおたからを

市民との協働により再発見するとともに保存・継承し、地域の活性化のために積極的

に活用していく取組をより一層推進します。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

萩まちじゅう博物館構想の推進 ■文化遺産の調査、認定、保全、活用 ■萩

検定の実施 ■おたからの情報収集・整理に

よるデータベース化 ■マップの作成・配布 

■モニターツアー ■ツアーのプログラム化 

■地域交流イベント 

萩博物館等の運営 ■萩博物館の管理運営 ■特別展・企画展 

■各種講座 ■阿武川歴史民俗資料館、須佐

歴史民俗資料館の運営管理 

調査研究の推進 ■自然・歴史・民族等に関する調査研究   

■資料の収集・保管・活用 

②文化財の保存と活用による萩のにぎわいづくり 

③文化のおたから、自然のおたから、産業のおたからの再発見・継承 
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ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

おたから活用イベントの実施数（累計） 88 件 → 120 件 

萩博物館の入館者数（年間） 48,751 人 → 75,000 人 

 

 

 

 

 地球の視点で「萩らしさ」が“見える”・“伝わる”まちを目指し、大地と人のつな

がりをテーマに、地質遺産を守り、活用するジオパークの取組を市民と共に推進しま

す。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

市民への普及啓発の推進 ■市民への啓発活動 ■ガイド等の活動に携

わる人材の育成 ■講座やイベントの実施 

■出前講座 ■ジオパークフェア 

環境保全や施設・展示の維持管理 ■ジオサイトの保全方針の策定、保全 ■観

察施設等の維持管理 ■各地域の拠点施設で

の展示 ■笠山山頂展望台の運営 

情報発信の強化 ■ウェブ、パンフレット、映像等による情報

発信 

ジオツアー等関連商品の開発 ■ジオガイドの養成 ■モニターツアー  

■ガイド養成講座 ■民間事業者との連携に

よる商品の開発 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

萩ジオパーク推進協議会公認ジオツアー・体験プロ
グラム参加者数（年間） 

233 人 → 600 人 

萩ジオパーク出前講座依頼件数（年間） 50 件 → 80 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④萩ジオパーク構想の推進 
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 萩版ＤＭＯ※を舵取り役として多様な関係者と連携し、観光戦略を推進するととも

に、新たな客層の開拓やリピート客を確保するため、多様なニーズに対応する受入環

境の整備や支援を行い、観光客の満足度向上を目指します。また、ターゲットとなる

客層を明確にした観光情報の発信や、多様な関係者と連携して行う取組を支援するこ

とで、地域の稼ぐ力を引き出し、観光客による市内消費を拡大し、市全域に波及する

よう取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

滞在型観光の仕組づくり ■周遊観光の促進 ■山陰本線の活用 ■世

界遺産周遊イベント 

観光情報発信の強化 ■ホームページやパンフレットの多言語化 

■食の情報発信 ■周期的イベントパンフレ

ットの発行 ■プロモーション映像の作成・

発信 ■SNS を活用した情報発信 ■観光宣

伝の支援 

観光受入体制の充実 ■移動手段のサイクル整備 ■フリーWi-Fi

整備 

観光マーケティング調査 ■観光消費額、宿泊者数、観光満足度、リピ

ーター率 

観光施設等の運営・維持管理 ■観光施設の運営管理 ■萩・明倫学舎の維

持管理 

観光誘客イベントの充実 ■各種イベント ■世界遺産イベントの支援 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

旅行消費額  121.4 億円 → 152.4 億円 

来訪者満足度（おもてなし） 4.69 → 4.70 

来訪者満足度（宿泊施設） 4.43 → 4.50 

※「ＤＭＯ」…デスティネーション マネジメント オーガニゼーションの略で、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに「観光

地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として観光戦略を実施する調整機能を備えた法人 

 

 

 

 

⑤観光地経営の視点に立った観光地域づくりの推進 
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 観光客誘致の機会を拡大するとともに、ＳＮＳ※等を活用し積極的な情報発信に取

り組みます。また、国内外における観光情報の発信を強化し、本市の認知度向上を図

るとともに、外国人観光客の誘致拡大に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

観光宣伝の推進 ■メディア、旅行会社等への観光宣伝 ■ポ

スター、パンフレットの作成 ■各種観光プ

ロモーション ■各種観光キャンペーン  

■他自治体等との連携による取組 

インバウンドの推進 ■外国語パンフレットの作成 ■外国客船の

誘致及び歓迎 ■訪日外国人向けコンテンツ

の造成 ■ふるさとツーリズムによるインバ

ウンドの推進 ■インバウンドプロモーショ

ン ■デジタルサイネージの活用 ■受入環

境整備の支援 ■観光宣伝の支援 ■市内周

遊パス ■ホームページの強化 

アクセスの充実 ■萩－新山口間直行バスの運行支援 ■乗合

タクシー（萩－山口宇部空港間）の運行支援  

■観光客の移動手段の充実 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

観光入込客数（年間） 3,828,146 人 → 4,600,000 人  

外国人観光客数※（年間） 4,692 人 → 10,800 人 

宿泊者数（年間） 283,955 人 → 350,000 人 

※「ＳＮＳ」…ソーシャル ネットワーク サービスの略で、登録された利用者同士がインターネット上で交流できる会員制サービス 

※「外国人観光客数」…外国人宿泊者数と外国客船の乗客数の合計人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥観光客誘致の積極展開 
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 過疎化の進展とともに、住宅や店舗等の郊外化による市街地の空洞化が進みつつあ

ります。また、中山間地域においても人口減少に伴い、福祉や買物をはじめとする住

民生活に必要なサービス機能の提供に支障が生じています。 

 将来にわたり持続可能で快適な生活が送れるよう、生活環境基盤の充実など、住み

慣れた地域で安心して暮らし続けられる安全・安心なまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 公共交通ネットワークの縮小やサービス水準の低下を抑制するため「地域公共交通

計画」に基づき、まちづくりと連携して、萩市の全体的な公共交通ネットワークの再

構築に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

持続可能な公共交通ネットワークの形成 ■地域公共交通計画の推進（公共交通の維持

確保・利便性の向上、地域コミュニティ交通

の推進） 

市内巡回バスの維持・充実 ■萩循環まぁーるバスの運行 ■地域巡回バ

ス（ぐるっとバス）の運行 ■ルートや運行

体系の見直し 

地方バス路線の維持・充実 ■バス事業者への支援 ■運行ルートやダイ

ヤの見直し ■運転士の確保対策 

離島航路の維持・充実 ■離島航路の運航助成 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

まぁーるバス 1 便当たりの乗車人数 12.3 人 → 14 人 

ぐるっとバス利用者数（年間） 25,216 人 → 27,500 人 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ生活基盤の充実した住みよいまちづくり 

①暮らしに密着した交通網の形成 
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 都市計画区域内における都市機能の集約化や、中山間地域における生活機能の維持

を図るとともに、交通ネットワークの形成による地域の特性をいかした萩らしい拠点

づくりの推進など、福祉・医療・商業施設等の市民生活に必要なサービス機能の維持・

向上を図り、持続可能なまちづくりに取り組みます。 

具体的な施策 主な取組事例 

小さな拠点づくりの推進 ■拠点施設としての道の駅の充実強化 

都市計画等の策定・推進 ■立地適正化計画の推進 ■都市計画道路の

見直し ■都市計画マスタープランの推進 

情報通信基盤の向上 ■ケーブルテレビ施設の維持 ■携帯電話不

感地域の解消 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

道の駅の来訪者数（年間） 2,429,299 人 → 2,614,000 人 

都市機能誘導区域※における誘導施設※の集積率 51.0％ → 51.0％以上 

携帯電話不感地域数 1 地域 → 解消 

※「都市機能誘導区域」…萩市立地適正化計画において、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘致し

集約することにより、これらの各種サービスの効率的な提供を図る区域 

※「誘導施設」…病院、子育て支援施設、集会場、バスターミナル、大規模商業施設、金融機関等 

 

 

 

 

 快適な暮らしを支える橋りょうやトンネルをはじめとする道路施設の機能性と耐

久性の向上、上下水道施設の計画的な整備及び更新並びに公共施設の計画的な集約化

を推進するなど、長期的視点に立った公共インフラ※の整備・管理に取り組みます。 

 また、増え続ける空き家の有効活用と適正な維持管理の促進をはじめ、生活に密着

した環境問題に的確に対応するなど、快適な生活環境づくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

公共施設等の維持管理 ■公共施設の長寿命化、適正配置 ■庁舎施

設等の管理・整備 ■公営住宅の維持管理 

②生活サービス機能の維持・向上 

③持続可能で快適な環境づくり 
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上下水道設備の維持管理 ■水道施設の管理運営 ■配水池・水源地の

耐震化 ■下水道施設のストックマネジメン

ト ■集落排水施設等の機能保全 

道路施設、河川の維持管理 ■道路・橋りょう・トンネル等の維持管理・

新設改良 ■山陰道の整備に伴うアクセス道

の整備 ■河川改良・維持管理 ■除雪対策 

空き家対策の推進 ■老朽危険空き家の所有者への助言・指導 

■所有者等の調査 ■老朽危険空き家除却の

助成 

民間木造住宅耐震化の推進 ■木造住宅の耐震診断 ■耐震改修の促進 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

公共下水道整備率 92.9% → 100% 

水道管路の耐震化率 13.8% → 16.2% 

道路等の改修件数・延⾧（累計） 

橋梁 7 橋 → 10 橋 
トンネル 1 本 → 2 本 
側溝 0.47 ㎞ → 1.07 ㎞ 
河川 271ｍ → 1,000ｍ 

市内老朽危険空き家解消件数（累計） 302 件 → 440 件 

※「公共インフラ」…市が所有する観光施設や公民館などの建築物及び道路、公園などの社会生活の基盤を形成する構造物の総

称 

 

 

 
 

 災害時や国民保護事案発生時の市民への迅速・確実な情報伝達体制の整備、市民参

加の防災訓練の実施による防災意識の向上や自主防災組織の育成に努め、地域防災力

強化に向けて取り組みます。 
 

具体的な施策 主な取組事例 

地域防災力の向上 ■地域防災マネージャーの設置 ■防災訓練 

■地域防災マネージャーを活用した防災リー

ダーの育成や訓練の実施 ■防災情報の発信

力の強化 

避難所機能、防災設備の充実 ■避難所の機能強化（資機材整備、食料の備

蓄、施設整備等） 

消防機能の強化 ■常備消防の運営管理 ■消防団の運営管理 

■消防車両・設備等の整備 ■車両・備品・

安全装備品等の計画的な更新 ■共同運用に

よる通信指令体制の充実・強化 

④防災体制の強化 
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ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

萩市の人口に占める防災メールの登録者割合 24.4％ → 27.0％ 

防火水槽の設置数（累計） 377 基 → 381 基 

 

 

 

 

 省資源・省エネルギーの推進、再生可能エネルギーへの転換・導入の促進、温室効

果ガスの排出を実質ゼロにするカーボンニュートラルの実現など低炭素社会の構築

に向けて取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

ごみ減量化の推進 ■指定ごみ袋の製作・検討 ■資源ごみの分

別収集、再利用の推進 ■マイバッグ持参運

動 ■ごみ減量化の啓発 ■適正なごみ処理

の推進 

低炭素（地球温暖化対策等）の取組の推進 ■緑のカーテンの普及啓発 ■公共交通の利

用促進 ■カーボンニュートラルチャレンジ

宣言 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

ごみリサイクル率（年間） 21.2％ → 22.2％ 

1 日 1 人当たりの家庭ごみの排出量 1,025ｇ → 1,000ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤地球にやさしい環境づくり 
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 本市では人口減少と高齢化が進み、特に、中山間地域等ではコミュニティの存続も

危ぶまれています。 

 一方、都会を離れ、地方で暮らしたいと考えている人が、若い世代を中心に増えて

おり、本市への移住者も増加傾向にあります。 

 魅力ある地域づくりに向けて、市民の皆さんとともに、悩み、考え、そして、新た

な一歩を踏み出すことができるような取組を推進し、「暮らし続けたい」「移り住みた

い」と思われるようなまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 地域住民が主体となり自治活動等を行うコミュニティ組織を支援するとともに、安

心・安全な地域づくりや男女が共に活躍する地域社会の創出など、市民と行政が一体

となった市民活動の推進に取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

自治組織等との協働の推進 ■自治会等への助成（運営費、防犯外灯、集

会所建設等） ■行政推進員の設置 

市民活動団体の活動推進 ■市民活動センターの運営管理 

男女共同参画の推進 ■啓発活動 ■出前講座 ■女性団体連絡協

議会への助成 

消費者行政の推進 ■消費生活相談員の設置 ■消費生活モニタ

ーの委嘱 ■セミナー・出前講座 

安心・安全対策の充実 ■無料法律相談 ■交通安全啓発 ■安全安

心推進員の設置 

地域コミュニティ組織の活動支援 ■子ども会、婦人会等への助成 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

市民活動センター「結」の利用者数（年間） 13,256 人 → 14,000 人 

審議会等への女性委員の参画率 39.1% → 40.0％ 

 

 

Ⅶだれからも愛されるまち、求められるまちづくり 

①市民との協働による元気なコミュニティづくり 
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 萩の資源をいかした「萩暮らし」の体験や魅力の発信による移住・定住の促進をは

じめ、継続的に地域とつながる「関係人口」※を増やし、萩への関心を育むことによ

り段階的な移住・定住を促進します。また、移住の際の相談や受入体制の充実を図る

とともに、地域への定着を促進するため、移住した方へのサポート体制の充実に取り

組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

移住相談体制の充実 ■移住支援員、地域移住サポーター、地域お

こしメッセンジャーの配置 ■定住総合相談

窓口（はぎポルト）の運営 

移住体験の推進 ■萩暮らし体験ツアー ■移住促進イベント

での啓発 ■お試し暮らし住宅の管理運営 

移住者向け住環境の整備 ■空き家バンク ■空き家バンク物件の家

賃・改修費助成 

関係人口の創出 ■移住スカウトサービスを利用した人材確保 

移住者の就業・創業の推進 ■移住就業・移住創業に対する助成 

農山漁村交流の推進 ■ふるさとツーリズムの推進 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

移住相談件数（累計） 9,629 件 → 14,891 件 

定住総合相談窓口（はぎポルト）を通じた移住世帯
数（累計） 

500 世帯 → 734 世帯 

移住就業・移住創業事業者数（累計） 15 件 → 45 件 

※「関係人口」…地域や地域住民との多様な関わりを持つ人々のこと。長期的に住む「定住人口」と旅行などで訪れた「交流人

口」の中間の概念。出身者や勤務経験者であるなど、自分でお気に入りの地域に定期的に通ったり、何らかの形で地域を応援し

たりする人 

 

 

 

 

 

 

②萩の魅力をいかした移住・定住 
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 市民一人ひとりが健康で教養を高めるとともに、生涯学習やスポーツを通じて生き

がいを持ち、文化的で心豊かに暮らすことのできるまちづくりに取り組みます。 

 また、年齢、性別、障がい、性的少数者、国籍など多様性への理解を深めるととも

に、だれもが自分らしく生きることを認め合い、人権が尊重され、市民一人ひとりの

笑顔が輝くまちづくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

文化イベントの開催や文化活動の普及・振興 ■文化イベント ■民間団体文化活動の支援 

■社会教育関係団体の活動支援 ■読書活動

の普及 

スポーツイベントの開催、生涯スポーツの普及 ■スポーツイベントの開催・助成 ■スポー

ツ指導員の設置 ■スポーツ合宿誘致の推進 

地域コミュニティの拠点施設、文化施設、スポーツ

施設の管理運営 

■市民館、公民館、社会スポーツ施設、図書

館等の運営管理 

人権啓発、人権教育の推進 ■人権啓発活動、研修 ■女性相談員の設置 

社会参加支援の推進 ■ユースふれあいスペース事業（若者の居場

所づくり） ■ひきこもり相談窓口の運営 

相談体制の充実 ■ＬＧＢＴ等相談窓口の運営 ■犯罪被害者

等相談窓口の運営 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

公民館の実施する講座・教室等の参加者数（年間） 9,687 人 → 11,000 人 

スポーツイベントの参加者数（年間） 3,371 人 → 6,000 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③市民一人ひとりが輝くまちづくり 
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 人口減少や高齢化が著しい中山間地域等において、歴史・文化・自然・産業などの

特性をいかし、住民とともに、地域と行政が一体となったまちづくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

魅力ある地域づくりの推進 ■地域コミュニティ組織への一括交付金助成

■花を活用した交流人口拡大の推進 ■地域

事業計画による取組の推進 

地域の特色をいかした地域住民主体の交流促進活動

の推進 

■新たな住民活動への支援 ■地域おこし協

力隊の定着の推進・活動支援 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

地域住民主体の中山間地域交流促進イベント等来場
者数（年間） 

32,254 人 → 35,000 人 

 

 

 

 

 「特定有人国境離島地域」に指定された見島での滞在型観光の促進をはじめ、萩諸

島で実施するイベント等により、各島の魅力発信や交流を促進するとともに、安心し

て生活できる島づくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

離島高校生の修学支援 ■高校への通学費、居住費等の支援 

離島の漁業振興 ■漁場生産力向上の取組への助成 

特定有人国境離島の支援 ■定期船運賃の低廉化 ■物資の輸送助成 

■起業支援助成 ■見島地区定住住宅の整備 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

見島・大島・相島の水産物の平均魚価（年間） 307 円/kg → 373 円/kg 

離島航路利用者数（年間） 120,776 人 → 130,000 人 

 

 

④地域の特色をいかしたまちづくり 

⑤魅力ある離島の発展 
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 デジタル技術やデータの活用により、新たな価値を生み出し、行政・地域社会の仕

組みやあり方を変革させるＤＸ※を推進し、より便利で豊かな、幸せを実感できるま

ちづくりに取り組みます。 

 

具体的な施策 主な取組事例 

行政手続きのオンライン化等による市民サービスの

利便性の向上 

■行政手続のオンライン化 ■萩市総合アプ

リ「はぎなび」の活用 ■スマホ活用講座の

開催 

行政事務の効率化 ■ＤＸ推進体制の構築・運用 ■ＲＰＡ
※
、電

子決裁の推進 ■情報システムの標準化 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標）［現状値：2023 → 目標値：2027］ 

オンライン申請が可能な手続件数（累計） 56 件 → 70 件 

萩市総合アプリ「はぎなび」の登録者数 5,993 人（2024.11） → 10,000 人 

※「ＤＸ」…デジタル・トランスフォーメーションの略で、デジタル技術やデータを活用することにより、業務や組織・働き方・

サービスなどを変革させること 

※「ＲＰＡ」…ロボティック・プロセス・オートメーションの略で、人が行う定型的なパソコン操作を、ソフトウェアのロボッ

トが代行して自動化してくれるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ＤＸによる幸せなまちづくり 
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総 合 戦 略 の 策 定 

《施策・事業の予算化》 

第５章 総合戦略の推進体制等 
 

１ 総合戦略の推進体制 

総合戦略の着実な推進を図るため、市長を本部長とする「萩市地方創生推進本

部」において、総合的な進行管理を行います。 

また、住民代表や産官学金労言※等で構成する「萩市総合戦略推進委員会」等

において、外部の知見を活用した成果検証と、今後の施策展開についての意見聴

取を行います。 
 

２ 総合戦略の進行管理 

総合戦略の進行管理は、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況や施策の進捗

状況等を把握し、施策や事業の改善を図る仕組み（ＰＤＣＡサイクル※）の導入

により、毎年、実施した施策・事業の効果を検証します。また、「萩市地方創生推

進本部」及び「萩市総合戦略推進委員会」などの意見等も踏まえながら、必要に

応じて総合戦略の改定を実施します。 
 

【総合戦略の進行管理（イメージ）】 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「産官学金労言（さんかんがくきんろうげん）」…「産」は産業界、「官」は官公庁、「学」は学校、「金」は金融、「労」は労

働、「言」は地方の状況を良く知っているマスコミのこと 

※「ＰＤＣＡサイクル」…Ｐ（plan）計画、Ｄ（do）実行、Ｃ（check）評価、Ａ（act）改善の略で、繰り返し行なうことで、

継続的にプロセスを改善していく手法

総 合 戦 略 に 基 づ く 

施 策 ・ 事 業 の 実 施 

施 策 の 見 直 し 

総 合 戦 略 の 改 定 

総 合 戦 略 の 成 果 を 

客 観 的 に 評 価 ・ 検 証 
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の調整・共有化 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３期萩市総合戦略 

 

萩市総合政策部企画政策課 

〒758-8555 

山口県萩市大字江向 510 番地 


